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は
じ
め
に

１
年
で
い
ち
ば
ん
寒
さ
の

厳
し
い
時
期
、
春
の
便
り
が

待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
急
性
期
病
棟
の

話
を
少
し
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

急
性
期
病
棟
と
は

急
性
期
の
患
者
さ
ん
は
全

身
状
態
が
安
定
せ
ず
、
24

時

間
集
中
的
な
治
療
や
観
察
が

必
要
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

生
命
や
呼
吸
・
循
環
の
維
持

に
は
多
種
多
様
な
機
械
や

チ
ュ
ー
ブ
・
点
滴
の
サ
ポ
ー

ト
を
要
し
ま
す
。

早
期
退
院
を
目
指
す
為
に
、

多
職
種
が
連
携
し
て
定
期
的

に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

し
、
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針

や
身
体
機
能
の
回
復
ま
で
の

予
後
予
測
に
つ
い
て
な
ど
、

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
目
的

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
目
的
は
「
廃
用
症

候
群
」
の
防
止
・
軽
減
に
あ

り
、
発
症
前
の
状
態
ま
で
回

復
さ
せ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
長
い
時

間
寝
た
状
態
で
い
る
と
廃
用

症
候
群
に
陥
っ
て
し
ま
し
ま

す
。廃

用
症
候
群
と
は
、
寝
た

き
り
に
よ
る
床
ず
れ
（
褥
瘡

じ
ょ
く
そ
う
）
や
筋
萎
縮

（
筋
肉
が
や
せ
て
し
ま
う
こ

と
）
、
関
節
拘
縮
（
関
節
が

硬
く
動
き
に
く
く
な
る
こ

と
）
、
無
気
肺
（
肺
の
機
能

が
落
ち
て
体
内
に
必
要
な
酸

素
が
足
り
な
く
な
る
）
な
ど

の
合
併
症
を
指
し
ま
す
。

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
食
事
や
移
動
な

ど
の
日
常
生
活
動
作
に
関
連

す
る
筋
力
増
強
運
動
や
起
立

練
習
、
嚥
下
訓
練
な
ど
患
者

さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
実
施

す
る
内
容
を
決
定
し
ま
す
。

退
院
に
向
け
て

患
者
さ
ん
の
病
状
が
安

定
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
が
さ

ら
に
必
要
な
場
合
に
は
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
に
移
り
、
退
院
に
向

け
て
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ

を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で

在
宅
復
帰
や
施
設
入
所
に

向
け
て
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

の
り
、
関
係
各
所
と
連
絡

を
取
り
、
安
心
し
て
在
宅

療
養
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

お知らせ

【ものわすれ外来】
月・水・金（午後）※要予約
担当医師：宮本 正史

下記までお気軽にご相談下さい。
★天心堂へつぎ病院★
電話：097-597-5777

【訪問リハビリテーション】

生活の場にセラピストが伺いリハビリを行います。在
宅で実用的な生活動作訓練や、自宅環境の調整、生活内
での運動の習慣付け、家族指導等行います。

問い合わせ先：リハビリテーション課（足立・安東）

電話：097-597-5777（代表）

ご不明な点など、まずはお気軽にご相談ください。また
は、担当のケアマネジャーなどへお問い合わせ下さい。

終
わ
り
に

当
法
人
で
は
入
院
か
ら

退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
安
や

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
理
学
療
法
士
：
藤
井
美
雄
）


